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1. はじめに 

近年，無線通信システムの高速・大容量化に伴い，周波

数資源の逼迫化が進んでおり，使用可能な周波数資源が限

られている．そこで，広帯域通信を行うことのできる

Carrier Aggregation 技術に用いるデバイスであるデュアル

バンド帯域通過フィルタ(DBPF)の研究が進められている．

しかし，1つの共振器で 2つのモードを有するような DBP

共振器(DBPR)の独立調整を行ったという報告例はまだな

い． 

そこで，本稿では我々が提案している DBPR であるス

タブ装荷ヘアピン共振器[1]に誘電体ロッドを用いて共振

周波数の独立調整を実現したので報告をする． 

 

2. スタブ装荷ヘアピン共振器 

 図 1(a)にスタブ装荷ヘアピン共振器を示す．この共振器

はヘアピン部分に沿って電流が流れて共振する奇モード

共振と，スタブを含めた直線状に電流が流れ共振する偶モ

ード共振を有している．奇モード共振ではスタブとヘアピ

ン共振器との接合部分が GNDとみなすことができるので，

スタブによる影響を受けない．図 1(b)にスタブ装荷ヘアピ

ン共振器の周波数特性を示す．図 1(b)より奇モード共振

(1.5 GHz)と偶モード共振(2.0GHz)，2つの共振を有してい

ることが分かる． 

 

3. DBPRの独立調整方法 

 誘電体ロッドを用いて超伝導フィルタの周波数調整を

行った報告例[2]があるため，DBPRの周波数シフトにも誘

電体を用いた．偶モードの独立調整には誘電体をスタブの

開放端に置くことで偶モードの電界成分に作用し，独立調

整が出来ることが考えられる．また，偶モード共振で電流

が一番集中するのは共振器中央部分である．電流が集中し

ている部分には電界成分がほとんどないため，誘電体を置

いても偶モードの周波数はシフトしない．しかし，共振器

中央部の誘電体は奇モード共振の電界成分に作用するた

め奇モードの周波数のみ調整できると考えられる． 

 そこで，図 1(a)に示すように共振器の上に誘電体を配置

し，MW-STUDIO にてシミュレーションを行った．その結

果を図 2 に示す．図 2(a)は図 1(a)の誘電体 Rod B のある

時とない時の周波数特性で，図 2(b)は図 1(a)の誘電体 Rod 

A のある時ない時の周波数特性である．図 2(a),(b)より，

各誘電体ロッドは一方の共振周波数のみにしか影響を与

えないため，各モードの共振周波数を独立調整出来ること

が明らかとなった． 

 

4. まとめ 

 シミュレーションにより，2つの誘電体ロッドをそれぞ

れ DBPR の適切な位置に配置することで奇モード共振と

偶モード共振 2 つの共振の独立調整が可能であることを

明らかにした． 
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(a)            (b)  

図 1 (a)共振器パターン, (b)周波数特性 

(a)            (b)  

図 2 (a)奇モードシフト比較, (b)偶モードシフト比較 
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